
海業の取り組みを紹介します。
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　　６月８日の「世界海の日」を前に、笹川平和財団が６月３日㈫

に大阪・関西万博のブルーオーシャンドームで実施した「海業（Ｕ

ＭＩＧＹＯ）からブルーエコノミーへ」と題したシンポジウムに、藤田

有
ゆ う き

紀海業推進室長が出席しました。

　　登壇した藤田室長は、水産業が町の基幹産業であることを紹介

し「町では、７つの「ぎょしょく」に２０年以上取り組み、それが若い

人の海離れ回避などにも繋がっているのではないか」と説明しまし

た。　また、３月には関係者で構成する（一社）Umidasを設立し、今

後さらに海業への取り組みが増えていく可能性について言及しまし

た。シンポジウムの結びには、笹川平和財団より海業漫画の紹介が

行われました。

　 愛南町の海業紹介を大阪・関西万博で行いました

　◇漫画◇

　　　海業の先進地　愛南町のさらなる挑戦

令和７年度
南宇和高校水産人材育成事業開催中！

◇YouTube配信◇　　シンポジウムの様子

日本語版

第１部 三浦市とのトークセッション

英語版

第２部 愛南町紹介

｢愛南町海業振興事業支援補助金」の
公募を実施しています

　　町では、県立南宇和高校の生徒を対象に、愛媛大学

南予水産研究センターや町職員、漁業者等が講師とな

り町の水産業に関する講座を実施しています。

　　本事業は、海外研修に行く生徒や有志の生徒に、地

域産業をより深く学習する場を提供することが目的で

す。講座は6月から毎月1回（夏休み期間中を除く）土

曜日に開講し、これまで漁場環境保全（藻場）の取り組

みについて座学と体験実習で実施しました。今後は以

下の講座を計画しており、生徒たちはさらなる学びを深

めていく予定です。

〇実施予定の講座〇
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第２回講座▶
「漁場環境保全について（藻場）」での様子　　

　　町では、町内に事務所を有し、事業活動を行う個人

や法人および町内で活動している団体が、町が指定す

る期間内で実施する海業を振興する事業にかかる経費

に対し、補助金を交付します。

　補助率は10分の10以内とし、30万円を補助上限額

とします。

▶事業要件　　※次の全てに該当するもの

①海業を振興する事業であること

②複数年にわたって継続的な事業の実施を目指すもの

であること

③収益性のみを追求するものではなく、事業の実施を

通じて地域の活性化を図るものであること

④町の他の補助金等で交付を受けていないこと

▶公募期間

　令和８年２月20日㈮まで

　　（注）随時、先着順で審査を行い、予算額に達し次第

公募を終了します。


